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（写真左から）
教授：Ԭా　実 mokada@is.naist.jp
准教授：౦野　෢࢙ hiHa@is.naist.jp
ॿ授：DVonH 2VanH ThanH thanH@is.naist.jp
ॿ教：௠ ᇠ Dhenna@is.naist.jp

研究内容　
　本ࣨڀݚͰ͸ɺి೾Λͨͬ࢖ηϯγϯάɺϒϩʔυόϯυϫΠϠϨε఻ૹɺΤωϧΪʔ఻ૹʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢͜ΕΒͷ
ٕज़͸ɺ将དྷͷϢϏΩλεωοτϫʔΫΛ͑ࢧΔج൫ٕज़Ͱ͋Γɺి࣓ཧ࿦ͱ৴߸ॲཧͷख๏Λ༻͍ͯ実૷ͱධՁΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢ݚ
作ͯ͠ࢼ૷ஔΛݧ実ʹࡍΓɺ実͓ͯ͠ࢹΛॏੑݱ͸ɺཧ࿦తͳଆ໘΍γϛϡϨʔγϣϯʹΑΔධՁ͚ͩͰ͸ͳ͘ɺٕज़ͷ実͍͓ͯʹڀ
ಈ作実ݧΛ行͍ɺੑೳධՁΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢

ϫΠϠϨεٕిڅज़
　ϊʔτ1C΍λϒϨοτɺεϚʔτϗϯͳͲͷܞଳثػɺҠಈϩϘοτͰ͸ɺిݯͷ੍໿͕大͖ͳ໰୊Ͱ ɻ͢Ҡಈͭͭ͜͠ΕΒͷܞଳ
୺末΍ҠಈϩϘοτ΁ిྗΛ͢څڙΔ͜ͱ͕Ͱ͖Ε͹ɺͦͷ利ศੑ͸大෯ʹ্͠޲· ɻ͔͢͠͠ɺैདྷͷແઢిྗ఻ૹγεςϜͰ͸ɺ
୺末Λૹ৴Ξϯςφͷۙ͘ʹஔ͘ඞཁ͕͋ΓɺҠಈ͢Δ୺末ʹిྗΛ͢څڙΔ͜ͱ͸ࠔ೉Ͱͨ͠ɻ本ࣨڀݚͰ͸ɺૹ৴Ξϯςφܗঢ়
Λ࠷దԽ͢Δ͜ͱͰɺҠಈମʹର͢Δແઢిྗ఻ૹΛՄೳʹ͢ΔڀݚΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢
 
෼ࢄΞϯςφγεςϜʹؔ͢Δڀݚ
　ޫϑΝΠόແઢ	3o'�3BEio�on�'iCFS
Λ༻͍ͨ෼ࢄΞϯςφγεςϜͷڀݚΛ行ͳͬͯ ͍· ɻ͢ແઢج஍ہͷू中؅ཧΛՄೳͱ͢
ΔޫϑΝΠόແઢϦϯΫͱ.*.0ʹ୅ද͞ΕΔۭؒ෼ׂଟॏͷٕज़Λ༥合ͯ͠प೾਺利༻ޮ཰ͷ高͍ແઢ௨৴γεςϜͷߏஙΛ໨͠ࢦ
͍ͯ· ɻ͢

ηϯγϯάʹؔ͢Δڀݚ
　࿙Ӯಉ࣠έʔϒϧΛ༻͍ͨ৵ೖऀݕ知΍3'*%Λ༻͍ͨ௿৵ऻ֎Պखज़ࢧԉγεςϜͷڀݚΛ行ͳͬͯ ͍· ɻ͢͜ΕΒ͸ి࣓೾Λ࢖
༻ͯ͠ ɺର৅෺͔Βͷड৴৴߸͔ΒͦͷҐஔΛਪఆͯ͠ ͍· ɻ͢

ແઢ৴号ॲཧճ࿏ͷ࣮૷ʹؔ͢Δڀݚ
　ແઢ௨৴΍ిྗઢൖૹγεςϜͰ༻͍ΒΕΔσδλϧ৴߸ॲཧ͸ɺඇৗʹԋ͕ྔࢉଟ͘ɺ͔ͭɺฒྻԽ͕୯७ʹ͸Ͱ͖ͳ͍ͨΊɺ
ͦͷ実૷ʹ͸ɺ༷ʑͳ޻夫͕ඞཁͱͳΓ· ɻ͢本ࣨڀݚͰ͸ɺԋنࢉ໛ͷ小͍͞৴߸ॲཧΞϧΰϦζϜ΍ฒྻԽʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͳͬ
͍ͯ· ɻ͢

৴པ௿ফඅిྗແઢ௨৴γεςϜߴ
্ͯ͠޲ʹଳి࿩΍ແઢ-"/ʹ୅ද͞ΕΔσδλϧແઢ௨৴γεςϜ͸ɺۙ೥ɺͦͷ఻ૹ଎౓͕大෯ܞ　 ͍·͕͢ɺηΩϡϦςΟ΍ϩ
Ϙοτͷ੍ޚͱ͍ͬͨඇৗʹ高͍৴པੑ͕ཁ求͞ΕΔ༻్Ͱ͸ɺͦͷੑೳ͸े෼Ͱ͸͋Γ·ͤΜɻ本ࣨڀݚͰ͸ɺ0'%.ɺC%."ɺ
ΞϯςφμΠόʔγνٕज़ɺϚϧνϗοϓωοτϫʔΫɺޡΓ੍ٕޚज़ͱ͍֤ͬͨཁૉٕज़ͷڀݚΛ௨͡ ɺͯ௒高৴པੑγεςϜͷ実ݱ
Λ໨ͯ͠ࢦ ͍· ɻ͢ 
　·ͨɺ8,௒高ਫ਼ࡉ஍্σδλϧ์ૹ΍ɺܞଳ͚޲ϚϧνϝσΟΞ์ૹʹ͚ͨ޲ɺҠಈड৴Ξϯςφ΍෮ௐΞϧΰϦζϜͱ͍ͬͨσ
δλϧ์ૹड৴ػͷੑೳվળʹڀݚ͚ͨ޲ɺ։ൃΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢

研究設備
高प೾信߸発生ث、高प೾૿幅ث、マϧチポートωットϫークΞφライβ、
スϖクトϧΞφライβ、デジタϧม෮ௐテスタ、ιフトウΤΞແ線デόイス、
シーϧυέース、ϫイϠϨスڅ電実験૷ஔ、ޫフΝイόແ線ૹड信૷ஔ、ܭ
機サーόࢉ

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
˙μイϔン　ϫイϠϨスڅ電に関する共同研究
˙日本ແ線　খؾܕ৅Ϩーμの性能վળに関する共同研究

ϫイϠϨスγスςϜにڵຯ͋るํ͸ͥͻडݧして͍ͩ͘͞。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ແ線通信、電࣓ؾ学、ճ࿏、信߸ॲ理に関する基礎知識、.atlabまたはCのプロάラミンά能力があると研究が௙りますが、新ೖ
生は一からトϨーχンάしますので研究室配属࣌点で必ਢではありません。

研究室の指導方針
ࡍなどを通して、実ફ力を身につけることを目ඪとしています。研究成Ռを国࡞ࢼのܥだけではなく、プロάラムや実験౼ݕ上のص　
会議や研究会などにੵۃ的に֎෦発දすることを঑ྭしています。ि�
�ճの研究室全体の報ࠂ会やྠߨを行うことでઐ門的な議論を
したり、プϨθンテーション能力をཆっています。研究成Ռを発දするࡍには、その研究会や学会౤ߘのためのߘݪの࡞成法について
もࢦಋを行います。また、企業や研究機関との共同研究や共同プロジェクトにもੵۃ的に参Ճすることで実ફ的な問題や課題に取り組
み、即戦力となれる研究開発力を身につけるためのࢦಋを行います。

この研究で身につく能力
　高प೾技術やϫイϠϨス技術に関するઐ門的知識が得られるとともに、ϫイϠϨス関連の֤種ଌఆ機ثのૢ࡞ख法、ϫイϠϨス通信
システムをࢉܭ機に実૷するࡍに必要となるप೾数解ੳに関する知識を身につけることができます。ϫイϠϨスシステムの性能評価の
ためのシミϡϨーション技術の習得がՄ能です。

修了生の活躍の場
　ത࢜લظ課ఔमྃ生は、主として、電機メーカー、電ؾ通信事業者、์ૹہに就職しています。また、ത࢜後ظ課ఔमྃ者は、上
。にՃ͑て大学教員として活躍していますه
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